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1.沖縄振興計画

2.沖縄振興のための計画体系

分 野 別 計 画
計画期間（平成20年～平成23年：4年）

計画期間（平成14年～平成23年：10年）
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沖縄県の道路

沖縄振興計画

沖縄県社会資本整備計画
沖縄県広域道路整備基本計画
都市計画区域マスタープラン

道路の中期計画

渋滞対策プログラム

都市圏交通円滑化総合計画

沖縄県総合交通体系基本計画
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沖縄県の道路

陸上交通（施策の方向）

施策の展開

資料：※1印の指標は「沖縄における道路行政の達成度報告書/業績計画書」による主なアウトカム指標
        ※2印の指標は「平成20年度施策評価」による指標

指　標 平成13年度
62.5（H14）
62（H14）
23.4（H14）
69.3（H14）
1,011
2.5
0

1,731

平成19年度(実績)
65.2
73.5
49.9
78.0
1,088
2.7
35,855
1,980

単　位
％

件／億台キロ
km
km
人／日
km

生活の中心となる都市までの30分以内安定到達率※1

道路渋滞による損失時間（県道以上）※1

　　　　〃　　　　（渋滞モニタリング区間）※1

道路交通における死傷事故率※1

県管理国道・県道の改良延長※2

市街地1 当たりの街路整備延長※2

モノレール利用客数※2

道路の歩道整備延長※2

百 万 人
時間／年
百 万 人
時間／年

平成23年度(目標)
66.3
69.3
47.4
62.4
1,110
2.8
42,000
2,269
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※この図は今後の道路整備のマスタープランであり、具体的な路線
　ルート、位置などを規定するものではありません。

凡　 　例
路線表示区分 指示方法

IC
備　　考

高規格幹線道路

広域道路
（交流促進型）
広域道路（地域形成型）
検討区間

広
域
道
路

・併用及び整備計画区間

・基本計画及び予定路線区間

・沿道からのアクセス性に配慮した道路
・路線構造について今後検討する区間

・本線のトラフィック機能確保のため、
　整備の目標として特に構造上の強化
　を図ろうとする道路

那覇市 名護市

名護市

沖縄市

那覇市
那覇空港 ●

凡　例
60分未満
60分以上90分未満
90分以上

名護市

沖縄市

那覇市
那覇空港 ●

凡　例
60分未満
60分以上90分未満
90分以上

■那覇空港からの所要時間

（注） 那覇空港から市町村役場所在地までの
所要時間を表す。

沖縄県広域道路整備の基本方針

那覇糸満線(新川交差点)

□□□□□□

□□□□□□

沖縄県の道路



主要地方道
一般県道

主要地方道
一級・二級市町村道
その他市町村道

◎国土交通大臣

◎国土交通大臣

◎都道府県

◎都道府県

◎市町村
◎は道路の管理者

道路法の道路

高速自動車国道

都道府県道

一般国道
指定区間

指定区間外

林道・農道等 会社・個人の道路

市 町 村 道

道
路
の
計
画

14,000㎞

21,500㎞

96,100㎞

広域道路の指定延長

高規格幹線道路

広域道路（交流促進型）
広域道路（交流促進型）
の中から地域高規格道路
を指定

広域道路
（地域形成型）

①連携機能（combination)
・核都市と農山村地域をはじめとする
　周辺地域が連携した広域的な
　地域・都市構造の形成を図る。

②交流機能（communication)
・さまざまな地域圏との活発な交流が
　可能となる多角的ネットワークの形
　成を図る。

③連結機能（connection)
・国際的、全国的な交流を図るため、
　空港等他の広域交通機関との効率的
　なネットワークの形成を図る。

地域集積圏A
地域集積圏B

地域集積圏C

高規格幹線道路

地域高規格道路

交流

交流

交流

連携

連携

連携

連結

空港等

全国・海外へ

地域中心
都市等

地
域
高
規
格
道
路

主 要 地 方 道
一　般　県　道

一級・二級市町村道
その他市町村道

沖縄県の道路
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沖縄県における「道路のアンバランスな使われ方」や「那覇都市圏の深刻な交通渋滞」、「東西分断により沖縄自動車道ICへのアクセス性

の低下」等の交通問題を解消するために『ハシゴ道路』の整備を推進します。

1.現状と課題

2.『ハシゴ道路』の整備計画

○道路のアンバランスな使われ方

○4つの要素を基本に『ハシゴ道路』の整備を実施

○深刻な交通渋滞

①南北を走る強固な『3本の柱』
　～国道58号（西海岸道路を含む）、国道329号、沖縄自動車道～

②柱を支える『東西連絡道路』
　～基地跡地の活用～

③高速を使いやすくするICの増設
　～スマートICの整備～

④モノレールと高速バスの連携
　～シームレスな乗り換えの実現～

　沖縄県を縦貫する幹線道路は、交通容量
を超過する交通を処理するのに対して、沖
縄自動車道は交通容量に余裕があります。

　国道58号等に集中していた南北方向の交通需要が
分散されます。

　交通渋滞による渋滞損失時間が
4割削減できます。

○高速道路のICまでの
　アクセス時間短縮
　高速ICまでの所要時間の短縮により、高速
道路の利便性が向上します。（高速ICまで
10分で到着できる人口が39万人増加）

○深刻な交通渋滞
　沖縄県の渋滞損失時間の約6割が那覇
都市圏で発生しています。道路による抜本
的な対策が必要です。

○米軍基地による地域分断
　基地などによる地域分断から高速道路の
利便性が低下しています。新規ICの整備等
による高速道路の利用促進が重要です。

容量を超過する
交通が流入

容量に余裕が存在

交通容量

混雑していた国道から
交通が分散

約4割削減

39万人
増加

国道58号の
渋滞が解消

那覇都市圏に
渋滞の約6割が

集中！

国道58号と
高速IC分断と、

IC周辺道路で混雑が
発生！

●那覇市～西原町の断面交通量 ●キロ当たり渋滞損失時間（H19年）

①柱の強化

③スマートICの増設

●国道58号から沖縄自動車道ICへのアクセスルート

資料：H17道路交通センサス

国道58号 国道330号 沖縄自動車道 国道329号
国道58号
直近交差点
国道58号からの
アクセスルート
米軍基地

④高速バスとモノレールの
　連携強化

資料：交通量配分結果

現状

交通容量

●那覇市～西原町の断面交通量 ●渋滞損失時間の推移 ●高速IC10分到達人口の推移

はしご道路供用後

国道58号（百台/日） 西海岸道路 沖縄自動車道 国道329号

3.『ハシゴ道路』に期待される効果

○道路のアンバランスな使われ方の解消

②東西連絡道路の
　強化・追加

（万人時間/年） （万人）

モノレール 高速バス

沖縄・那覇空港自動車道

臨港道路

その他道路

直轄国道 沖縄都市モノレール

追加IC候補

沖縄県の道路
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